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訪日外国人消費指数（TCI）のしくみ

※上記図表についての詳細は、35～37頁 「（参考）訪日外国人消費指数の作成方法」を参照。
（資料）訪日外国人消費動向調査（観光庁）、訪日外客数（日本政府観光局）、消費者物価指数（総務省）などを用いて試算。
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平成２９年第４四半期の訪日外国人消費指数は好調を維持
 ２９年第４四半期の訪日外国人消費指数は、指数値３９２.９、前期比５.４％と５期連続の上昇。

 アジアは指数値４８２.６、同７.５％と６期連続の上昇。欧米は指数値２３２.８、同９.８％と２期ぶ
りの上昇。

（資料）訪日外国人消費指数：訪日外国人消費動向調査（観光庁）、訪日外客数（日本政府観光局）、消費者物価指数（総務省）などを用いて試算。 5
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平成２７年以降の訪日外国人消費指数の寄与（前期比）

（資料）訪日外国人消費指数：訪日外国人消費動向調査（観光庁）、訪日外客数（日本政府観光局）、消費者物価指数（総務省）などを用いて試算。

 ２９年第４四半期の対個人サービス活動の変動に対する寄与をみると、対個人サービス全体の
前期比０.２％上昇に対し、訪日外国人消費指数は、プラス０.０７％ポイントの上昇寄与。
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平成２７年以降の訪日外国人消費指数の寄与（アジア、欧米）

（資料）訪日外国人消費指数：訪日外国人消費動向調査（観光庁）、訪日外客数（日本政府観光局）、消費者物価指数（総務省）などを用いて試算。

 訪日外国人全体の旅行消費指数の変動に対するアジア指数及び欧米指数の貢献度（寄与）
をみると、２９年第４四半期は、訪日外国人全体の前期比５.４％上昇に対し、アジア指数は
プラス５.４４％ポイントの上昇寄与、欧米指数はプラス１.２２％ポイントの上昇寄与。
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費目別にみた訪日外国人消費指数の推移（アジア）

（資料） 訪日外国人消費動向調査（観光庁）、訪日外客数（日本政府観光局）、消費者物価指数（総務省）などを用いて試算。

アジア・欧米についてのコメントに差し替え
 ２９年第４四半期のアジア指数の費目別の動きをみると、全ての費目が前期比上昇となり、過去

最高の指数値を記録。

 最も高い指数値は買物代の６４４.４、次いで娯楽サービス費の５８８.６。
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費目別にみた訪日外国人消費指数の推移（欧米）

（資料） 訪日外国人消費動向調査（観光庁）、訪日外客数（日本政府観光局）、消費者物価指数（総務省）などを用いて試算。

 ２９年第４四半期の欧米指数の費目別の動きをみると、全ての費目が前期比上昇となり、過去
最高の指数値を記録。

 最も高い指数値は娯楽サービス費の４７７.４、次いで交通費の２９１.８。
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訪日外国人消費指数の費目別構成比

（資料） 訪日外国人消費動向調査（観光庁）、訪日外客数（日本政府観光局）、消費者物価指数（総務省）などを用いて試算。
グラフは、費目別指数にそれぞれのウェイトを乗じた数値を用いて作成。

 費目別構成比をみると、２２年は宿泊料金の構成比が最も高く、およそ４割を占めていたが、２９
年は飲食費の構成比が３割を超え、最も高くなっている。

 買物代の構成比も上昇し、２９年は２割を超えている。

 宿泊料金が縮小した分、飲食費と買物代の構成比が伸びている。
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訪日外国人消費指数の費目別寄与度（前期比）

（資料）訪日外国人消費指数：訪日外国人消費動向調査（観光庁）、訪日外客数（日本政府観光局）、消費者物価指数（総務省）などを用いて試算。

 費目別の寄与をみると、２９年第４四半期は買物代と宿泊料金の寄与が大きく、全体の前期比
５.４％上昇に対し、買物代が２.０９％ポイント、宿泊料金が１.８７％ポイントと、両者の上昇
寄与が７割以上を占めた。それに次ぐのは、飲食費の１.１６％ポイント。

-5

0

5

10

15

Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

平成27年 28年 29年

宿泊料金

飲食費

交通費

娯楽サービス費

買物代

その他

訪日外国人消費指数全体

（季調済指数、前期比、％、％ポイント）


	2017年第４四半期の�訪日外国人消費指数の動きと�中国・アメリカの１人当たり消費額�（母国通貨建て）の変化
	訪日外国人数は過去最高。旅行消費額、一人当たり支出も増加。
	地域別の訪日外国人数及び旅行消費額の変化
	スライド番号 4
	訪日外国人消費指数（TCI）のしくみ
	平成２９年第４四半期の訪日外国人消費指数は好調を維持
	平成２７年以降の訪日外国人消費指数の寄与（前年比）
	平成２７年以降の訪日外国人消費指数の寄与（前期比）
	平成２７年以降の訪日外国人消費指数の寄与（アジア、欧米）
	　訪日外国人消費の費目別指数と�　第３次産業活動指数の業種別の動き�
	費目別にみた訪日外国人消費指数の推移
	費目別にみた訪日外国人消費指数の推移（アジア）
	費目別にみた訪日外国人消費指数の推移（欧米）
	訪日外国人消費指数の費目別構成比
	訪日外国人消費指数の費目別寄与度（前年比）
	訪日外国人消費指数の費目別寄与度（前期比）
	訪日外国人消費指数の費目別寄与度（前期比）（アジア）
	訪日外国人消費指数の費目別寄与度（前期比）（欧米）
	訪日外国人消費　買物代指数の推移
	平成２７年以降の訪日外国人消費　買物代指数の寄与
	平成２７年以降の訪日外国人消費　買物代指数の寄与（アジア、欧米）
	訪日外国人消費　宿泊料金指数の推移
	平成２７年以降の訪日外国人消費　宿泊料金指数の寄与
	平成２７年以降の訪日外国人消費　宿泊料金指数の寄与（アジア、欧米）
	訪日外国人消費　飲食費指数の推移
	平成２７年以降の訪日外国人消費　飲食費指数の寄与
	平成２７年以降の訪日外国人消費　飲食費指数の寄与（アジア、欧米）
	　平成２９年及び２９年第４四半期の訪日外国人消費
	　平成２９年及び２９年第４四半期のアジアと欧米からの訪日消費
	　　中国・アメリカの１人当たり消費額の変化�
	訪日外客数の推移（中国・アメリカ比較）
	１人当たり旅行消費額（中国・アメリカ比較）
	１人当たり旅行消費額（中国・アメリカ比較）母国通貨建て
	１人当たり旅行消費額 及び 訪日外客数の推移（中国・アメリカ比較）
	　訪日外国人消費指数の構成要素の推移（中国・アメリカ比較）
	　（参考）�　訪日外国人消費指数の作成方法�
	個別の「費目」指数の作成方法
	指数作成に用いたデータ
	スライド番号 39



